
福田地区防災士会第１５回研修会 

（防災食・防災グッズ） 
 ９月３日（日）１０時から、福田公民館で防災食と防災グッズの研修を行いました。防災

士会から１６人、福田地区自主防災連絡協議会から久保会長をはじめ４人、福田地区社会福

祉協議会から岡平会長の総勢２１人が参加しました。 

代表からの挨拶とスケジュール説明のあと、アルファ化米の調理、カップ麺の水調理、固

形燃料を使った炊飯と参加者全員による実食、防災バッグや簡易トイレなど様々な防災グッ

ズや郵便局での防災の取り組み例の紹介がありました。アルファ化米は初めて食べたという

人もいましたし、カップ麺も水だけで２０分くらいで食べられ意外とおいしいこと、「ほっ！

トイレ」の意義など、いろいろなことが勉強になりました。最後に９月３０日のふれあい広

場と１１月の津波跡見学（屋代島）の案内をして終了しました。 

 

   

 



 

    

  

   

水や食料も大事ですが、忘れてならないのがトイレです。日頃からいろいろと準備しておき

ましょう。 

 

 



 

  

水だけで２０分後には食べられます。   アルファ化米は水の量次第でご飯にも雑炊にも 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

米の量によって固形燃料が決まっているので、焦げる心配はない。 

  

災害時、こんなものも町内会で要望すれば郵便局に設置可能。 


